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Preface 

The author wrote this Japanese introduction to Gissing’s The Private Papers of 
Henry Ryecroft when he was a third-year student of senior high school. After 
introductory words, he gives the Japanese translation of one section each from the 
chapters “Spring,” “Summer,” “Autumn,” and “Winter” together with his short 
commentary. The work first appeared in the magazine, Shinju No. 5 (1954), published 
by Kanazawa Kindai Senior High School Student Association. The Web version with 
a slight modification and without translated texts appeared on a Web page of the 
Institute for Data Evaluation and Analysis & Institute for Scientific And Artistic 
Cultures (IDEA & ISAAC) in 1999. The PDF version appeared in 2021. 



『ヘンリィ･ライクロフトの手記』 
四季の各章から一節を紹介 

多 幡 達 夫 

はじめに 

“The Private Papers of Henry Ryecroft” は George Gissing の自伝的感
想録である。その序において Gissing は、自らの思想とその経験を半ば托し
た架空の人物 Ryecroft を紹介している。それによれば、Ryecroft は 
Gissing と同じく「貧困その他、精神的の仕事にはなはだ都合の悪い事情に
つきまとわれ」て、筆によって生活した人物となっている。しかし、50歳の
時「稀有な幸運によって、突然労苦から救われ、彼が一度も願ってみたこと
のないような心と境遇との平静」を得るに至ったという点は、作者自身に比
して全く架空的なことである。 
Ryecroft の上に落ちた稀有な幸運とは、友人の死によって遇然遺産が転が
り込み、作者自らが望んでいた平安と静寂の retired life を Devonshire で
送ることができるようになったということである。Gissing は、この手記は 
Ryecroft がそこにおいて、心の赴くままに書きつけたものだとしている。と
ころで Ryecroft ならぬ実際の Gissing は、この作品を彼のどういう時代の
中で書いたのだろうか。 
G. Gissing は1857年 Wakefield で生まれた。学生時代から特に古典語に
秀れていたが、18歳の時、ある貧しい女を救おうとしたことから罪にまき込
まれ、Owens College を中退し、入獄までする。以後彼の生活は放浪と困苦
欠乏の連続であったが、頭脳は深遠な哲学的思想に満ちて、文学の道を一筋
に歩んだのであった。 
この作品は、彼の苦闘の生涯がようやく落ち着いて、自己を静かに反省す
る余裕を持った晩年に、読書、衣食往に関する感想や、ささやかな希望、感
慨、過去の思い出等を記したものである。いわば、それは英国の徒然草でで
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もあろう。したがって、Ryecroft がそのまま Gissing でないとはいえ、その
中には、彼の人柄が飾らずに出ている。 
この作品は春夏秋冬の4章に分けられているが、各章から一節ずつ選んで
翻訳を試みよう。皆さんがこれを通して、Gissing のほのかな一瞥でもを得
られるならば幸いと思う。 

「春」の章から 

「春」の章からは、彼の生涯につきまとった「貧苦」に関する一節（XI）
を取り上げることにする。Gissing は貧苦の讃美者ではなかった。この作品
の、次に訳を掲げる節の少し前の節においても、彼は貧乏に対して、the 
unwelcome chamber fellow（有難くない同室者）という言葉を用いてい
る。訳中「今私が享有しているような満足」というのは、Ryecroft としての
言葉なので、実際の作者はピレネー山下の St. Jean de Luz というところで
46歳の生涯を終わるまで、貧乏神の手を振り放せなかったのである。それ
は、彼が芸術を貧苦という苦痛の駆逐のための道具として用いない、芸術家
としての誇りに満ちた作家であったためであろう。その誇りは、この節の
「私は目的を捨てなかった。それが精神的なものだったからである」という
ところにもうかがわれる。 

私はもう一度あの屋根裏部屋や地下室での生活をする気になるだ
ろうか。いや、今私が専有しているような満足が、その後に50年続
くと保証されても、その気にはならない！ 人間の持つまことに哀れ
なあきらめという力によって、人は物事のよい方面を見、その最も
悪いところはすべて忘れ、頑固な楽天主義者に恰好な例を提供す
る。ああ、しかし、精力と熱意と青春の浪費！今のような静かな気
分でないときならば、賎しい生の争いに費されるべく運命づけられ
た貴重な生命力を見ると涙が出るだろう。そのみじめさ！ そして、
もしわれわれの良心がいやしくも何ものかを意味するならば、それ
は何といたましい不正だろう！ 
理想郷を探し求めようなどとせずに、人間の青春がどんなもので
あるべきかを考えても見給え！ 17歳から27歳の間にある自然な喜
びと楽しい努力の可能性の半分だけでも利用するものは、千人に一
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人もいないと私は思う。ほとんどすべての人は、必要と偶発事件と
放縦とによって、ゆがめられ、よごされた人生の出発点を振り返ら
なければならない。もし青年が大きな落とし穴を避け、いわゆる利
益に堅く目を据え続け、いちじるしい利己心を持たずに、抜け目な
くあらゆる利益（「利益」とは、ただ物質的利得のみを意味するも
のと解釈する）を自分のものにするならば、その青年は、自分の青
春を有効に使っているものであり、模範青年であり、また誇るべき
人物である。現在の文明の中にあっては、これ以上の理想が、人生
に直面した青年によって追求されることの容易なものかどうか、私
は疑問に思う。それが全く安全な唯一の道である。しかし、それ
を、もし人びとが人性を尊重し、人間の打算をはかる理性が、人間
の幸福に仕えるときにあるべき状態と比較して見給え。自然な歓喜
に充ちた、その後に約十年ばかり立派な精力をみごとに利用した期
間が続く、そしてまた、多分死に至るまで全人生の基調となるほど
に、ひじょうに微妙な楽しい思い出と混合した、そういう少年時代
をふりかえることの出来るものはわずかしかいない。こういう人び
とは詩人のようにまれにしかいないのである。大多数の人びとは、
自分たちの青春を何とも思わないか、または、ちょっと過去をふり
かえっても、機会が失われたことを意識せず、消失をこうむったこ
とにも気づかない。私は、この頭のにぶい群集と対照することに
よってのみ、自分の忍耐と闘争の青春を誇り得る。私は行く手に目
標を持っていた。そしてそれは普通の人の目標とは異っていた。飢
えに苦しめられるときでさえも、私は目的を捨てなかった。それが
精神的なものだったからである。しかし、貧民窟の下宿で飢えてい
たその若者を、賢くて熱心な青年としてふつう考えられているよう
な像と対照すれば、人びとは、そのようなむさくるしい病気を適当
に治療するには、効き目の早い毒薬を一服呑めぱよかったのにと思
うであろう。 

「夏」の章から 

前節は Gissing の作の一般的傾向を表わす標語ともいうべき "depressive" 
な気分の漂うものだったから、「夏」の章では日曜日の静かな楽しみについ
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ての感想（V節）を読むことにしよう。この節の前半に登場する、主人公の
心持をよく解し、その静かな生活を妨げまいとの心くばり細やかな女中は、
主人公 Ryecroft の生活を幸福なものとしているが、こうした状態は、現実
生活が複雑であった作者の、心から望むところででもあったのだろう。 

日曜日には、私はいつもより遅く起きる。そして着物を着かえ
る。というのは、精神的休息の日には、労働の週日に着る仕事着を
脱いでおくことが似つかわしいからである。なるほど、私にとって
は、いつでも労働というものはない。しかしながら、日曜日は私に
休息をもたらすのである。私も世間一般の安静のお仲間入りをす
る。そして私の考えは、他の日よりもより完全に、この平凡な世の
中から逃れるのである。 
私のこの家が、いかにして日曜の静寂を作り出すのかを知ること
は容易ではない。というのは、つねにこの家は、ほとんど音がしな
いからである。それでも私は相違を見つける。うちの女中は、日曜
の微笑を浮かべて部屋に入ってくる。その日には彼女はいっそう幸
福になっている。そして、彼女の幸福な姿は私に喜びを与える。彼
女は、できるならばいつもよりやさしい声で話そうとする。彼女
は、ひじょうに手軽くこぎれいな家事しかないことを私に思わせる
服装をする。彼女は朝と晩に教会へ行く。そのために彼女がいっそ
う善良になるのを私は知っている。彼女の留守に、私はときどき、
他の日にはけっして入らない部屋部屋を見て回る。それは、よい婦
人の領分内にきっと見出される輝くぱかりの清潔さと完全な整頓に
よって、ただ私の目を喜ぱせるためなのである。あの清潔な、よい
香のする台所がなかったならぱ、私が書物を整頓したり、絵をか
ざったりしても何の役に立とうか。私の生活の静けさは、すべてこ
の女の実直な世話によっている。しかも彼女は陰で生き、働くので
ある。私が彼女に支払う金は彼女に与えられるべき報酬のきわめて
わずかの部分でしかないと私は信じる。彼女は非常に旧式な人で、
自分が義務と考えることをやるだけで、それがそのまま彼女の目的
であり、彼女の手の仕事は、そのまま満足であり、誇りであるの
だ。 
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子供のとき私は、普通の日に不注意に取り扱うことのできないあ
る種の書物を、日曜日に扱うことを許されていた。それはみごとな
挿絵のある書巻や、有名な作家の美しい刊行本や、厚さのためだけ
でも取り扱いに特別の注意を要する作品であった。幸せなことに
も、これらの書物はみな文学的に高級なものであった。それで、安
息日と韻文や散文においてもっとも偉大な名前との間の連想が私の
心の中に確立された。私の生涯を通じて、この習慣は私とともに
あった。知り愛好していることがかえって新しさという魅力を持つ
印刷物の方を選ぶことの言訳になり、たいてい、うっちゃっておく
ことがひじょうに容易な、そういう書物を読んで日曜日のいくらか
を静かに過ごすことを、私はつねに望んできた。ホーマーやヴァー
ジル、ミルトンやシェークスピア、これらの書物のどれかを私が開
かずに過ぎ去った日曜は多くはなかった。実際多くなかっただろう
か。いや、そういえば、人間がしがちな誇張をすることになる。私
はむしろ、多くの安息日には、そのようなものを読む気分になり、
またその機会もあったのだ、といいたい。今では、そのような気分
と機会が私にないことは決してない。私は好きなときに私のホー
マーやシェークスピアを取り出すことができるが、しかし、彼等の
友となる特典を求めるのにもっとも適していると感じるのは、やは
り日曜日である。なぜならば、これらの偉人は、不朽の光栄を与え
られていて、この世の煩いによつてせき立てられているかのように
彼らに近づく人には、応答しないからである。ふさわしいものは厳
粛な閑暇という衣服、平和に静まった心持ちである。私はいくらか
改まって、書巻を拡げる。いやしくも神聖ということばが意味を持
つならば、それは神聖なことではないか。そして私が読んで行くと
き、どんな妨害も私のところへやって来ることはできない。ベニス
ズメの鳴声とハチの唸り、これらが私の聖堂のまわりの音である。
ページは、めくられるとき、かさりとも音を立てない。 

「秋」の章から 

農夫と思想家との比較が取り扱われている一節（XVI）を「秋」の章から
選ぼう。ここには Gissing の鋭敏性と適切性とを持った文明批評の一端も見
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えている。現代の地球上へ持ってきても、かえってその中にはあるの種のた
くましさが含まれていて、範とするに足るところが多いのではなかろうかと
われわれが考えやすい古代ギリシャ人の生活について、それは現代人にとっ
ては、まったく irrelevant なものであるといってのけているのは、客観的真
実性に徹した批評といわなけれぱなるまい。なお、この次の節には「野に働
く労働者が、彼とともに働く獣類と同じような水準にいることは、望ましい
ことでも必要なことでもない」という文で始まる、農民の文化的地位に関す
る小論が展開されている。 

私はきょう農夫達が作物の取り入れをしているのを見ていた。そ
うすると愚かな羨望が私をとらえた。あの屈強な、首筋の日焼けし
た人びとの一人でありたい！ 彼等は、夜明けから日没まで筋肉を緊
張させて、家へ帰り、どこが痛むということもなく、明日の労働の
ために彼等を再び元気づかせる健全な睡眠をとることができるので
ある。私は、他の人びとのと同じ手足を持ち、動けなくなるような
病には何一つとしてかかっていない中年の男であるが、私はこの野
良仕事の中のもっとも骨の折れないようなことにも、30分さえもた
えることができるかどうか疑問に思う。実際それで恥ずかしくない
人間といえようか。もしこれらの筋肉たくましい男の一人が、悪気
ないさげすみの顔を私に向けたならば、私は驚きを感じる／だろう
か。しかし彼は、私が彼を羨望しているとは夢にも思うまい。私が
自分を一匹の百姓馬と比べても劣っていると考えるということなら
ば、ありそうだと、彼は疑いなく思うだろうが。 
古いつまらない夢想が思い出される。心身の調和、すなわち知的
精力の充満を伴った完全な肉体的健康。もしそうすることが喜ばし
いのなら、どうして私は取り入れの畑へ出て、しかも同時に思索の
ために生きてはならないのだろう。多くの理論家は、そのことを可
能だと主張して、もっと進んだ時代にそれが成就するのを頼みにし
ている。もしそんな時代が来るならば、二つの変化がその前に来る
ことが必要である。すなわち、文学という職業が、もはや存在しな
くなることと、あらゆる図書館のほとんどすべての書物が、国宝だ
と広く認められたわずかの書物を残して焼却されることとである。
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こうして、ただこうしてのみ、精神と肉体との均勢が永遠にもたら
されるのである。 
われわれに「ギリシャ人」について語るのは無駄である。ギリ
シャ人と呼ぶときわれわれが意味する国民は、ひじょうに特殊な条
件の下に住み、最も例外的な性格を自然によって与えられた、わず
かの小さな社会である。われわれはすぐに、輝かしいと同様に確固
たるものであるかのように考えがちな、ギリシャの散在する文化
は、エーゲ海の沿岸から西地中海岸までのところどころに光ってい
る、暫時の光輝の連続にすぎなかった。われわれの持つギリシャの
文学と芸術の伝統は貴重なものであるが、ギリシャ生活を模範とす
ることは、われわれにとってはわずかの価値もないのである。ギリ
シャ人ほ異種のものを学ぶ必要がなかった。ひとつの外国語やひと
つの死語さえも。彼らは話を聞くことを好んで、ほとんど読書しな
かった。彼等は奴隷を所有した国民であり、社交娯楽にふけり、そ
して、いわゆる勤勉ということをほとんど知らなかった。彼らの無
知は甚だしいものだった。彼等の知恵は神の恵みであった。かなり
の知性とともに、彼らは大きな道徳上の欠点を持っていた。もしわ
れわれがペリクレス時代の普通のアテネ人と会って語ることができ
るならば、彼は大きな失望を与えるだろう。彼の中には、われわれ
が予期する以上の多くの野蛮なところがあるであろうし、同時に頽
廃したところもあろう。また多分、彼の体格さえも、幻滅的なもの
であろう。彼は、その古い世界に残されるべきである。それは、わ
ずかの人びとの想像にとつては貴重なものであるが、現代群衆の仕
事や心にとっては、メンフィスやバビロンのように筋違いなもので
ある。 
思想家というものは、われわれが解するように、ほとんど必然的
に虚弱な人間である。なるほど聡明なことで著名だが、全体におい
ては研究的または瞑想的な生活よりも、むしろ活動的な生活を代表
したような血統からまれな例外も出るだろう。しかし、このような
幸運な思想家の子供たちはきっと、活動的な型に逆戻りするか、ま
た身体を精神のために犠牲にするというおきまりに陥るかするもの
である。私は mens sana in corpore sano（健全な精神は健全な身
体に宿る）の可能性を否定してはいない。それは別問題である。ま
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た、聡明であると同時に書物が好きな健康な人びと（幸いなこと
に、未だに数多い）のことについていっているのでもない。私が考
えているのは、精神的なものを熱心に追求し、自分の神聖な時間を
むしばむすべての平凡な利害や心配事にたえかねて背を向け、思想
と学問の無限性についての観念がしばしば心に浮かび、自分の精神
的活力を支えている条件のよくないことに悲しくも気づいて、それ
を無視したいというひんぱんな誘惑にたえることができない人のこ
とである。こうした生来の性格の上に、このような人は自分の学殖
を売り物にしなければならず、間断のない貧窮という脅威のもとで
営えいとして働かなければならないという、よく見られる事実が加
われば、彼の血液が規則正しく脈打ち、彼の神経が自然の命ずるま
まに働き、彼の筋肉が異常な仕事の緊張にたえるという望みが、少
しでも残されようか。こういう人は「日中汗して働く」人びとを羨
望をもって眺めるであろう。しかし、彼は自分に選択が与えられて
いないことを知っている。だから、もし、しばしば静かな研究時間
を彼に許すほど人生がこれまで恵まれていたならば、彼は収穫者た
ちから金色の作物へと目を移し、そして感謝して立ち去るべきであ
る。 

「冬」の章から 

「冬」の章は、その最初の一節を見よう。ここには暖炉とランプの趣きが
述べられている。これは「湯管や熱空気のような wretched modern 
contrivance」を生み出す現代文明の趨勢の中に見られる欠点の指摘と考え
られないこともないが、むしろ暖炉やランプに対するたんなる愛着を記した
ものと見る方がよいだろう。なぜならば、いつの時代にあっても、古くなろ
うとしているものが趣きあるものなのかも知れないから。すなわち、栄養を
すべて丸薬の形で摂取する時代の末期には、次に発明されるであろう、より
簡易な栄養摂取法とくらべて、丸薬をのんでいることがはるかに「自然な」
趣きのあることであり、懐しさのあることであるかも知れない。こう考えれ
ば、「近代的設備は殺風景だ」という感想だけでは、新しい文明を正視して
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得られる批評としては一面的ということになるが、古いものへの愛着には普
遍的妥当性があると思われるのである。  *

海峡からの疾風が、雨の飛雲と丘をうちのめす霧の泡とを伴って
やって来たので、私は終日家に閉じこもっていなければならなかっ
た。しかし、一刻として私はうっとうしいとも、退屈だとも感じな
かった。そして今や石炭の尽きようとする炉のほとりにいて、安易
と静寂をひじょうに楽しんでいるので、就寝する前にそれをぜひ記
しておかなければならない。 
もちろん人は、きょうのような天候に対抗し、それと闘うことに
喜びを見出すことができるべきである。身体が健全で心の澄んだ人
にとっては、悪天候というようなものはないのである。あらゆる天
候はそれぞれの美を持ち、血液をむち打つ嵐は、ただいっそう、そ
の鼓動を活発にするのみである。私は、自分が好んで風が吹きすさ
び、雨が叩きつけている道をたどって徒歩旅行に出かけることがで
きただろうような時代を記憶している。今では、多分そうした経験
をするには命を賭さなければならないだろう。それだけに、私は
いっそう、このよい隠れ家をたたえる。それは丈夫にできていて、
攻め寄せる疾風から戸や窓を安全に守っている。安楽の土地である
イギリス中にも、私が今坐しているこの部屋よりも快いところはな
い。そのことばのよい古い意味において快いのであり、身体がくつ
ろがせられると同時に、心に慰安が与えられるのが感じられる。冬
の夜ほど打ち解けた感じがし、隠れ家や聖堂にいるように感じられ
るときはない。 
私がここで過ごした最初の冬には、たきぎを試用し、炉をそのた
めに都合のよいように整えてみた。しかし、それは失敗だった。小
さな部屋では、たきぎをうまく燃やすことはできないものである。
火を適度に保つには、たえず注意していなければならないし、ごう
ごうと威勢よく燃えさからせたのでは部屋が暑くなり過ぎる。暖炉
は気持ちのよいものであり、われわれの伴侶ともなり、われわれを

 ここで紹介する節の性格を論じているが、いささか理屈っぽい。しかも、最後の文は、原文では*

もっと分かりにくい表現になっていたので、ここに掲載するにあたり修正した。（1999年12月
11日、ウェブ版への注）

追記：PDF 版を作るにあたって、再度、わずかの修正をした。(2010年1月15日）
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鼓舞してもくれる。もし私の部屋が、湯管とか熱空気とかの何か近
代的な設備で暖められるならぱ、私が坐って見つめていれぱ驚異の
世界となる、あの灼熱した美しい燃料と同じ感じを私は得られるで
あろうか。科学は、アパートや旅館に住む神に見離された人びと
を、思う存分効果的かつ経済的に暖めていればよいのである。もし
どちらかを選ばされたならば、私はむしろイタリア人のように外套
にくるまって、火鉢の炭の銀灰色の表面を火ばしでかき立てながら
坐っている方がよい。われわれは、わが国の石炭を燃やし尽くそう
としている、それもひどく無駄に燃やしている、といわれている。
私はそのことを残念に思うが、だからといって、私の生涯の最後の
冬となるかも知れないこの冬を不愉快なものにすることはできな
い。家庭の炉には無駄があるかも知れないが、しかし悪いのは他に
ある。それは指摘するには、あまりに明らかである。暖炉の構造に
は、ぜひ常識を働かせなければならない。暖い石炭の半分以上の熱
が煙突から逃げて行くなどということは、誰も望まないことであ
る。しかし、諸君がイギリスにおいて最上のものである他の何でも
を固守するように、この炉をも固守しなければならない。なぜな
ら、自然のなり行きに従えば、それはいつかは過去のものとなるだ
ろうが（われわれには生きがいを感じさせる他のたいていのものの
ように）そのことが、炉ができるだけ長く享楽されてはならないこ
との理由となろうかといえば、そんなことはないからである。人間
は間もなく栄養を丸薬の形で摂るようになるかも知れない。そうし
た幸福な経済が予見されても、私が大きな肉片を食べることは非難
の対象とはならない。 
炉と笠のあるランプとがいかに近しいものであるかを考えて見給
え。部屋を照明し暖めるには、両者が協力して、それぞれの役目を
果さなければならないのである。火がボウボウと音を出し、静かに
パチパチと響くように、私のランプはときどき、油が芯にしみ込ん
で行くとき、小さなジュージューという音を発する。そして、習慣
からこれが私にとっての楽しみとなっている。これら両者の音と混
り合って聞こえるもう一つの音は、柱時計のおとなしいカッチン
カッチンという音である。熱病の脈のようにカチカチ鳴り、ただ株
式仲買人の事務所にのみ適するような、そういう忙しい時計の音に
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は、私はがまんができないだろう。しかし、私のは、あたかも私が
そうしているのと同じように、一刻一刻を味わっているかのよう
に、非常にゆっくり低い音を立てる。そしてそれが鳴るとき、その
小さな声は銀のような好音であり、生涯のもう一刻、貴重な時間の
もう一刻、が刻まれるのだということを、悲しみを感じさせること
なく私に告げてくれる。それは「われわれにとって永遠に失われ、
そしてわれわれの負債となる」ものであるが。 
ランプを消して扉のところへ行くと、私はいつもふり返る。私の
部屋は最後の燃え残りの光の中でひじょうに心地よく私の気持を誘
うので、私は容易に立ち去らない。暖い光は輝く柱や、私の椅子
や、机や、本箱や、堂どうとした書巻の金文字で反射される。それ
はある絵を照らし、またある絵の周囲の陰暗を半ば消散させる。お
伽話の中のように、本が彼らの間で語り始めるために、ただ私が去
るのを待っているのだとも想像出来る。消えようとしている燃え残
りから、小さな炎の舌が燃え上がる。影が天井と壁のにゆれる。十
分に満足した溜息をついて、私は出て行き、そして静かに扉を閉め
る。 

（訳文の検討に当っては、藤野滋先生の訳書 をところどころ参照して役†

立てた。同書の安倍能成先生の序も拙稿の参考となるところが少なくなかっ
た。） 

初出：『新樹』第五号（石川県立金沢菫台高等学校生徒会、金沢、1954年）pp. 26‒31 
原題：G・ギッシングの『ヘンリィ･ライクロフトの手記』 

PDF 版の作成に当たって改題し、「はじめに」「『春』の章から」などの節の題名を
挿入し、コメントと訳文にわずかの手直しを加えた。  ‡

後日のあとがき 

この一文を『新樹』誌のために執筆することを勧めて下さったのは、私の
高校三年生時のホームルーム担任で、英語科担当でもあった坂井甚五郎先生

 ギツシング・著、藤野滋・訳『ヘンリ•ライクロフトの手記』（東京、春秋社、1924）。†

 訳文の手直しには、原書ペーパーバック、G. Gissing, The Private Papers of Henry Ryecroft, edited ‡

with an Introduction by M. Storey (Oxford University Press, Oxford, 1987) を参照した。
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で、上記の訳書は同先生が借して下さったものである。ここに記して、深く
感謝申し上げる。ただ、執筆を勧められた時期が、大学受験勉強のまとめに
忙しい冬休み前だったため、完成を急ぐことになった。それにしては、のち
に読み返して、「『冬』の章から」のコメントの分かり難さ以外、大きな間
違いもなく書いてあると思い、安堵した。しかし、『新樹』誌の発行前にそ
の校正刷りを私が見せて貰わなかったため、題名が「G・ギッングの ヘン
リィ・ライクロットの手記」と誤記されたほか、文中に8カ所ほどの誤植も
散見されたことは残念だった。（2021年1月15日）

12


